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1. はじめに 

新型コロナウイルス感染症が 2020 年から日本

を始めとする世界各地で感染が広がっている。

東海大学では、2021 年度は基本的に対面授業

を行う方針になった。学生、教職員は東海大

学コロナ検定を受け、合格することでキャン

パスへの入構が許可された。そのような状況

であったため、新型コロナウイルス感染症の

感染拡大の状況を把握できるような新型コロ

ナウイルス感染症陽性者数可視化システム[1]

を構築した。当初は神奈川県のみが対象であ

ったが、現在では東海大学の所在の都道県

（北海道、東京都、神奈川県、静岡県、熊本

県）について市区町村単位の新規感染者数に

関する情報提供を行っている。本システムの

活用状況についても報告する。 

2. 本システムについて 

2.1. データの取得とシステムの展開 

Tanahashi & Yamamoto(2020)[2]では、統計ソ

フトウェア R を用いて新型コロナウイルス感

染拡大の神奈川県の状況についてインタラク

ティブな可視化を実現した。神奈川県では、

陽性確認者の居住地と年代、性別について情

報公開されている。この居住地は管轄保健所

単位で複数の市区町村にまとめられているた

め、市区町村単位での陽性者数は確認できな

い。そのため、市区町村毎に陽性確認者の年

代、性別の情報が公開されている pdf を個別

に確認する必要があった。本システムのため

のデータ取得方法の詳細については棚橋ら

(2021)で報告している [1]。 

東海大学のキャンパスがある都道県（神奈川

県を除く）には、市区町村別の居住地が書か

れたオープンデータが存在することがわかっ

た。そのため、2021 年 5 月末の Web サイト[3]

の公開時には、オープンデータを用いて東京

都のコロプレスマップ(図 1)を公開した。その

後、2021 年 6 月中旬に、オープンデータを用

いて熊本県や北海道のコロプレスマップを公

開した。北海道以外の都道県は市区町村毎の

表示だが、北海道(旭川市、札幌市、函館市を

除く)は、2021 年 6 月時点で市区町村毎の公表

をしておらず、支庁単位の集計となっている。

また、函館市はオープンデータが存在しなか

ったため、函館市の Web ページより Web スク

レイピングを行っている。また、東海大学の

札幌キャンパスは札幌市南区にあるため、札

幌市に関しては区毎の感染者数の把握が重要

である。そのため、札幌市から 1 週間毎に集

計された区別の感染者数の情報を提供してい

ただき、9 月は、札幌市の区毎の感染者数のコ

ロプレスマップが公開できた。また、神奈川

県相模原市は Web サイトにて 1 週間毎に区毎

の感染者数の公表をしていたため、相模原市

の Web サイトから Web スクレイピングにより、

9 月末から区毎の情報提供が可能となった。静

岡県についても 2021 年 7 月より提供した。ま

た、各都道県における感染者の推移の折れ線

グラフの機能を 2021 年 8 月から追加した。8

月末には、都道府県単位の全国の情報につい

ても確認できる機能を追加した。本報告では、

リアルタイムな地域への感染症関連情報の提

供サイト[3]について説明する。 

2.2. トップページ 

トップページでは現在、東海大学の所在の都

道県（北海道、東京都、神奈川県、静岡県、

熊本県）の最新の人口 10 万人あたりの新規感

染者数（7 日間累積）を確認できる。また、メ

ニューから各県および全国の Web ページに飛

び、インタラクティブに詳細な感染状況を確

認できるようになっている。 

2.3. 5都道県の Webページ 

それぞれの Webページ(図 1)では、新規感染者

数や人口 10 万人当たりの感染者数を確認でき
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る。また、現在だけでなく、過去の感染状況

も確認でき、直近の市区町村別の新規感染者

数の推移も確認できるようになっている。 

3. システムの活用状況 

本システムの活用状況を報告する。まずはユ

ニークユーザー数の推移について報告する。

2021 年 5 月末にサイトを公開した直後ときは、

利用者数は 1 週間で 100 人以下だったが、神

奈川県伊勢原市と平塚市の地方情報誌(タウン

ニュース)や東海大学新聞に掲載され、一時は

1 週間で 5000 人以上の方に利用された。その

後、感染者数が減るにつれ、利用者数も減少

し、現在は 1 週間で 300 人前後の方に利用さ

れている。次に、Web ページ毎の利用者数につ

いて報告する。本システムの主な利用者は神

奈川県やトップページの利用が多い。神奈川

県の Web ページでは、累計 150000 人以上の方

が、トップページは、10000 人以上の方が利用

している。東京都のページは 2000 人、静岡県

のページは 800 人、都道府県別の推移のペー

ジは 600 人、他のページは 200～400 人の方が

利用している。 

4. 課題 

今回、システムに利用したデータは都道府県 

（東京都、北海道、静岡県、熊本県）が公開

しているものを使用したが、神奈川県のオー

プンデータは居住地が書かれていなかったた

め、公表資料から収集した[2]。一部の都道府

県では、CSV などまとまっているデータを公表

していない都道府県があった。まとまってい

るデータがない場合は、Web サイトや、公表資

料からデータ収集をする必要性があるが、都

道府県に合わせて Web スクレイピングを行う

必要があり、一律にデータ収集を行うことは

難しい。また、都道府県によっては、市区町

村の公表にばらつきがあり、それぞれの都道

府県に合わせて、地図データを書き換える必

要がある。 

また、相模原市や札幌市では、区毎の感染者

数は 1 週間毎でしか公表をしておらず、きめ

細かい情報を把握するためには、1 日毎の区別

の感染者数を公開することが望ましい。 
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図 1 東京都のコロプレスマップ 
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